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緒   言 

動脈硬化の進展には機能的および器質的な進展があり、近年器質的な動脈硬化の非

侵襲的指標として超音波診断装置を用いた頸動脈内膜中膜肥厚（Intima Media 

Thickness; IMT）が広く用いられている。IMT は冠動脈疾患の有無やその進展度と相

関し、冠動脈疾患や脳血管疾患の予後にも関連すると報告されている。 

一方、動脈硬化の機能的な進展の指標として脈波伝播速度（Pulse Wave Velocity; 

PWV)があり、これも冠動脈疾患リスクとの関連が報告されている。 

さらに、足首上腕血圧比（Ankle Brachial Index; ABI）も動脈硬化の一指標とし

て閉塞性動脈硬化症の診断に以前から使用されており、近年では冠動脈疾患および心

事故の予測因子であるとの報告がある。 

このように現在様々な指標が動脈硬化の評価に用いられているが、これまで IMT、

PWV および ABI を同一症例群で比較検討した報告はない。そこで、今回我々はこれら

非侵襲的動脈硬化の指標である IMT、PWV および ABI と冠危険因子および冠動脈硬化

進展度との相関について検討した。 

 

対象と方法 

対象は冠動脈疾患を疑われ、長崎大学付属病院第 3内科において冠動脈造影を施行

した連続205例（年齢 平均65±11歳）。全症例に超音波診断装置（東芝 Power Vision 

8000）の高解像度 7.5Mhz 探触子を用いて頚動脈 IMT、フォルム PWV/ABI 測定機器（日

本コーリン）を用いて上腕～足首 PWV（brachial-ankle PWV; baPWV）および ABI を測

定し、冠危険因子および冠動脈硬化進展度との相関を検討した。冠動脈硬化進展度の



指標としては Gensini score を用いた。 

 

 

結   果 

症例背景として全体の 63％が高血圧、43％が高脂血症、22％が糖尿病を合併してい

た。全症例における平均は IMT; 1.23 ± 0.45 mm、baPWV; 1637 ± 362 cm/s で、これ

らは標準より高値であり、ABI は 1.06 ± 0.17 で正常範囲であった。 

種々の冠危険因子との相関について、IMT は年齢（r = 0.350、p < 0.0001）、ヘモグ

ロビン A1c（r = 0.281、p = 0.0005）と正の相関を示し、HDL-コレステロールと負の

相関を示した（r = -0.234、p = 0.0007）。 
baPWV は年齢（r = 0.543、p < 0.0001）および収縮期血圧（r = 0.336、p < 0.0001）
と正の相関を示した。ABI は HDL-コレステロールと正の相関を（r = 0.165、p = 0.021）、
尿酸値と負の相関を示した（r = -0.183、p = 0.01）。 
Gensini score は IMT とは有意な比較的強い相関を示したが（r = 0.411、p < 0.0001）、
baPWV との相関はやや弱く（r = 0.203、p = 0.035）、ABI とは相関を認めなかった。 
 重回帰分析によれば、年齢、性別および IMT が Gensini score の有意な関連因子だ

った。 

 受信者動作特性（receiver operating characteristic; ROC）分析の結果、冠動脈

疾患の有無を示唆する IMT のカットオフ値は 1.1 mm であり、このカットオフ値を用

いると感度、特異度はそれぞれ 0.70、0.69 であった。 

 

考   察 

今回我々は IMT、PWV、ABI という３つの非侵襲的動脈硬化指標を、冠動脈疾患の疑

われる同一症例群で比較検討した。 

IMT、PWV、ABI と冠危険因子との関連については、これまで様々な報告がなされて

いるが、我々の検討では IMT は年齢、ヘモグロビン A1c と正の相関を、HDL-コレステ

ロールと負の相関を示し、PWV は年齢、収縮期血圧と正の相関を示したが、脂質・糖

代謝のデータとは相関を認めなかった。このことから IMT は PWV と比べてより代謝系

の異常の影響を強く受けている事が示唆された。ABI については HDL-コレステロール

と正の、尿酸値と負の相関を認め、やはり代謝系の異常に影響されるが、その機構は

IMT とは異なるものであることが示唆される。 

 冠動脈硬化進展度との相関については、線形回帰分析では IMT および PWV が相関を

示したが、重回帰分析では頚動脈 IMT のみが冠動脈硬化進展度の関連因子と認められ

た。以上のことから頚動脈 IMT は、PWV、ABI に比べより冠動脈硬化進展度を反映する

ものと思われる。 
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